
 

 

 

 

１．64 列マルチスライスＣＴと 1.5 テスラＭＲによる高度な画像検査 

２．脳神経外科専門医と放射線科専門医のダブルチェックによる画像診断 

３．これまでの当院≪脳ドック≫に動脈硬化検査等を追加することによる、 

脳内疾患の危険因子の早期発見 

 

≪脳ドック バージョンⅡ≫ 

①血液検査（脂質系・糖尿病系） 

②安静時心電図検査 

③頚動脈エコー検査 

④ＡＢＩ検査 

⑤頭部ＭＲＩ検査・頭部ＭＲＡ検査 

⑥頭部ＣＴ検査 

⑦脳ドック問診 

⑧医師診察 

料 金 ： 49,500 円 （消費税込） 

※当院人間ドックと同時受診の場合は、7,700 円減額となります 

 

脳ドック バージョンⅡは事前予約が必要です。詳しくは下記までお問い合わせください。 

 

◇お問い合わせ先 

〒210-0013 川崎市川崎区新川通１番１５号 

医療法人財団 明徳会 総合新川橋病院 

≪代表≫ ℡044-222-2111 

【予約受付時間】 火・水・金 14：00～16：00 

            土   10：30～12：00 ※祝日除く 



 

 

現在当院で行っている脳ドックの項目は、頭部CTおよび頭部MRI・MRAです。

CT は、主に脳内の異常や骨の異常を見るものです。 ＭＲＩはＣＴよりも詳し

い脳内の情報が得らます。ＭＲA は脳内の主な動脈の検査です。動脈硬化や特

に、くも膜下出血の主な原因の脳動脈瘤の発見には有用な検査

です。脳卒中は生活習慣病と並んで予防できる疾患であり、 

また脳卒中の危険因子としては生活習慣病との関連が深いと言

われています。 

 

これら頭部ＣＴ、頭部ＭＲＩ・ＭＲＡ検査に追加する検査として、 

 

①血液検査（脂質系・糖尿病系）⇒動脈硬化の危険因子を早期発見 

②安静時心電図検査 ⇒心房細動などの心疾患を持つ脳卒中の危険因子を把握 

③頸動脈エコー検査 ⇒頚動脈の内膜肥厚の早期発見による将来の脳卒中防止 

④ＡＢＩ検査 ⇒合併率の高い閉塞性動脈硬化症と脳血管障害の予防 

 

を同時に検査することにより、脳内疾患の早期発見・早期介入に 

効果があります。 

ぜひ、《頭部ＣＴ・ＭＲ検査》および《①～④の検査》を受診するこ

とをお勧めいたします。 

医療法人財団 明徳会 総合新川橋病院 

脳神経外科専門医 

脳神経外科部長 小島 利彦 

脳ドック バージョンⅡは事前予約が必要です。詳しくは下記までお問い合わせください。 

 

◇お問い合わせ先 

〒210-0013 川崎市川崎区新川通１番１５号 

医療法人財団 明徳会 総合新川橋病院 

≪代表≫ ℡044-222-2111 

【予約受付時間】 火・水・金 14：00～16：00 

            土   10：30～12：00 ※祝日除く 

 


